



Okinawa Island orphanages and lessons from Saipan
– Experiments in occupation policy











   Following the Battle of Okinawa, orphanages were founded on the main Island according to 
occupation policy. However, they had already been in operation two years previously in Saipan, 
and there is much to learn from those institutions. Records of the time show miraculous 
improvement in the management of both the established and newly created orphanages at the 
Susupe Concentration Camp in Saipan. Especially important was the role of Mr. Tyutoku 
Matsumoto, the director of the newly established orphanages. However, management practices 
that led to practical improvement in conditions in Saipan did not necessarily carry over to 
orphanage policy on the main island of Okinawa after the war due to policies of the Allied forces.




























































































































































































































































































































































































































1945年６月 ６日  サイパン孤児院（新孤児院）が開設され移転。ススペ孤児院の開設期間は
11か月








２月 ４日  久場崎に着き、インヌミヤードゥイ（普天間の高原の丘の上）に２か月滞在。
身寄りが引き取りに来るまで滞在。引き取り手のない子どもは沖縄の孤児
院に移動
 その後、松本院長は一人の子どもを連れて、座間味島に引き揚げる
沖縄諮詢会会議録には（1946年２月11日、諮詢会協議会）、農業、工務、社会事業、教育に関
する調査の件で議論された中に、志喜屋孝信委員長が「サイパンから来られた松本忠徳氏のお話
をお聞きしますか否や」と聞き、全委員が「聞きませう」と確認されている［『沖縄県史料　戦
後１　沖縄諮詢会記録』（1986），p.289］。
聴き取りがされたかどうかは不明であったが、サイパン孤児院の院長であった松本忠徳氏の自
叙伝では、沖縄本島に帰ってから郷里に帰るまでの２か月の間に「志喜屋委員長の訪問もあり、
諮詢会でサイパン戦及戦後の状況について講演す」と記述されており、聴き取りがあったことを
確認できる。
孤児院の運営と食料配布に関する手立てを聴くことがテーマになっていたのだが、それは一定
の改善が行われたことが教訓として聴き取るべき課題となったとみることができよう。ただし諮
詢会での聴き取りで、孤児院運営の改善について語られたのかどうかは定かではない。この沖縄
諮殉会による聴き取り＝松本氏の「講演」がサイパンの新旧孤児院での実験が沖縄戦後の孤児院
施策に活かす最大のチャンスであったが、ほとんど活かされた形跡はないと言わざるを得ない。
その後、一人の子ども（孤児）を連れて座間味島に移り住んだのである。帰島後、さまざまな
役職に着き、座間味島の発展に多大な寄与をしているが、1948年３月１日には、戦後初代民選村
長として座間味村長に就任し、1954年９月までの２期を勤めている［『座間味村史［上巻］自然・
歴史・産業』（1989），pp.408-414］。
サイパンにおける孤児院運営の改善が具体化された要因は、①米軍の援助によって医療や衛生
面も大きく改善されたこと（サイパン孤児院は軍病院、医療所のすぐ横に設置されている）、②
松本院長の指導のもと炊事係の長崎四郎夫婦、世話係の保母たち、職員の努力が処遇内容に大き
く影響したこと、③子どもの健康を守ることができる新孤児院の建設が行われたことであり、④
食料を孤児院で開墾した農場で確保できるようになったことなどをあげることができる。
こうした変化はたまたまではなく、組織的に改善をしてきた結果である。つまりススペ孤児院
での初期の子どものネグレクト死がまん延していた状況から、旧孤児院における約半年間での大
きな変化と新孤児院での８か月という短期間での変化は、上記の養育する基本条件が整備されれ
ば子どものいのちを守り、健康的な暮らしを保障することができることを結果としては実験した
ことになる。
繰り返し述べてきたように、サイパンは沖縄占領の実験場であった。「米国はサイパン攻略を
通じて、民間人の存在する敵領土を軍事力で占領し、政策をどう実施していくかを学んだ」［ウィ
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リアム　Ｈ．スチュアート（1994），p.17］のである。「戦闘の間危機に瀕した民間人は、戦闘終
了後も非常事態が布告されている期間は施設に収容され、以後の騒乱で危険な目に遭うことのな
いように取り扱われ」ることを基本に、「施設に収容され組織された民間人には、衣食住及び薬
品などの生活必需品」の支給、学校の開設、収容所内の「一つの小屋に20人から50人」を詰め
込み、「食糧不足を補う野菜造り作業」、仮設の神社の造成、神道の儀式を執り行う、戦災孤児へ
の対応などが具体的な実験として行なわれたのである［ウィリアム　Ｈ．スチュアート（1994），
p.17］。
こうしたサイパンでの実験的施策の成果を活かして、沖縄での孤児院開設にともなう条件整備
をしていれば、子どものいのちと健康は守られたはずである。しかし沖縄戦終了後の本島での孤
児院で多くの子どもたちが死亡したことは事実である。
この事実は米占領軍が孤児院運営においていのちを守ることを前提にした施策をとろうとし
なかった結果である。きわめて短期間で孤児院の子どもたちの健康を取り戻したことは、いわば
“サイパンでの実験”であった。同じことは、心理情報戦においても「沖縄戦の宣伝ビラは基本
的にサイパン戦の延長戦で考えられた」［土屋（2011），p.13］といわれており、サイパンはこの
面でも実験場となっていたということができる。
沖縄戦後の孤児院での子どもたちの多くの死は、サイパンの実験の結果でわかっていることを
実行しなかった、いわば戦争によるネグレクト死であると言わざるを得ない。多くの子どもたち
が孤児院で死亡する現実に対して、戦闘が終結した以降であれば、適切な食糧や医療・衛生の保
障ができたはずである。サイパン島での新旧孤児院の変遷は沖縄戦中・戦後の孤児院政策に関す
る大いなる参考事例を提示していたはずである。にもかかわらずそうした努力を怠ったのは、結
局は占領者の視線で子どもへの施策もまた行われていたということである。
戦後、孤児院時代から沖縄支配は一貫して占領者の視線で貫かれていたと言えるのではなか
ろうか。ジャーナリストの七尾和晃は『沖縄戦と民間収容所』のなかで「沖縄の住民にとっての
『捕虜』生活が、米軍にとっての『保護』という強い信念と建前を孕んでいたことは、しかし今
に至るまで……収容所生活の体験者たちにとっては意識されていない。それは、半世紀を超えて
なお続く、沖縄における米軍駐留の在り方の、微かにして、だが決して噛み合わぬ悲劇の芽生え
であったかもしれなかった」［七尾（2010），p.10］と書いている。サイパン孤児院での経験を生
かしていれば、占領支配とともに「米軍にとっての保護」という両面からの評価も可能であった
が、沖縄本島においても孤児院の状況はネグレクト死さえ防げなかった実態がある。無差別攻撃
に戦争を生き抜いた子どもたちを1945年６月以降、死に追いやることは極力防げたはずである
が、そうした努力がされたとは言い難い。孤児院の子どもたちは、親の死と直面し、子どもとし
て生き成長していく権利が保障されなかったという点で、沖縄戦の二重の犠牲者であった。そし
て私たちが想像だにしなかった人生を孤児たちが歩むことになったことは、戦後沖縄の空白の歴
史となっている。
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まとめにかえて─34年ぶりの再会、サイパン孤児の集い─
戦後34年をすぎた1980年１月27日、サイパン島で親を亡くした当時の孤児たちが那覇市内の
ホテルに集い34年ぶりの再会を果たしたことがラジオ沖縄（２月３日午後８時～８時20分）で
放送された。その放送内容がほぼそのまま郷土誌『青い海』（1980年12月号）に掲載されている。
その一コマに、八重山から両親が駆けつけ、娘であることを確かめ合った状況が語られている。
「私、こんなして頭をさわったり、どこをさわったりしても、私が抱いて育てた子供のような、
手も足も出して合わせてみたさーね。そして親子のつながりというのはこんなものかねって思っ
て、わたしすぐ抱きしめてね。─なんとも言えない……。三〇何年か本当に苦労しただろうと
思ってね。私あなたをわざわざ捨てたんじゃない、戦争だから、戦争を恨みなさいよ。親を恨ん
ではいけないよと言ってね。私言ったさ。そしたら私に抱きすがって、赤ちゃんのように、赤ちゃ
んのように抱いてくれって、赤ちゃんと思って自分を抱いてくれって、そう言うんだよ。赤ちゃ
んのときに別れ別れになったんだから、赤ちゃんのときに離したんだから、赤ちゃんのように抱
くよねーって言ってね、そうして一晩を明かしたんです……」［『青い海』（1980.12），p.127］。
どんな思いをしながら、孤児たちは生きてきたのであろうか。
アナウンサーは言う。「去る大戦は筋書きのない悲劇のドラマを数多く否応なしにつくり上げ
た。サイパン孤児もその典型のひとつです。戦争の恐ろしさを改めて思い知らされるドラマが、
この人達の心のなかから消え風化することが、いつの日かあるのでしょうか」。
このラジオ放送を掲載した雑誌発行から30年以上が過ぎ去っている。私が聴き取りをしたな
かで、沖縄厚生園（沖縄県の統合された児童養護施設）で少年期を暮らした方は、「あの時の記
憶をコンクリートに固めて、海の底に投げ捨てたいと思って生きてきた」が、つい最近、職員だっ
たＭ先生に会って、その気持ちが少し変わったと言われていた。私には推し量ることのできない
心情であるが、事実を掘り起し、記憶のなかに埋没させてはならない史実を整理していく努力は
できると思っている。でも当事者の記憶のなかから忘却したい事実も少なくないであろう。歴史
研究は、当事者のこうした心情を前にして、どう行動すべきであろうか。
孤児院という空間での暮らしは、そこに生きた子どもたちにとってどのような体験と記憶を残
してきたのであろうか。あらためて時間的にも史料的にも限界のある研究テーマではあるがまと
めてみたいと思っている。
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